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平成30年度予算について�

役場職員の配置について�

介護保険料額変更について�

No.711

保育園入園式�
４月３日、かみこあに保育園で入園式が行われ、
新たに６名の園児が新生活をスタートしました。�
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卒業の歌を歌う中学校卒業生�

新しい制服に身を包む小学校卒業生�

大きな声で「お別れのことば」を�
述べる卒園児�

　
３
月
16
日
、
上
小
阿
仁
小
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
男
子
７
人
、
女
子

９
人
が
６
年
間
の
小
学
校
生
活
を
終
え
ま

し
た
。�

　
真
新
し
い
学
生
服
と
セ
ー
ラ
ー
服
に
身

を
包
み
、
父
母
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
堂
々

と
入
場
し
た
卒
業
生
た
ち
は
、
ス
テ
ー
ジ

上
で
「
小
学
校
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と
」「
中

学
校
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
」
を
大
き
な

声
で
発
表
し
た
あ
と
、
杉
渕
校
長
か
ら
卒

業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。�

　
校
長
は
「
入
学
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う

間
に
６
年
が
過
ぎ
、
心
も
体
も
大
き
く
成

長
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
考
え
、
話
し
合

い
な
が
ら
児
童
会
活
動
に
取
り
組
む
姿
は

下
級
生
に
と
っ
て
良
い
お
手
本
で
す
。
夢

を
持
つ
こ
と
は
大
事
で
す
。
そ
れ
よ
り
も

大
事
な
こ
と
は
、
困
難
に
立
ち
向
か
い
あ

き
ら
め
な
い
心
で
す
。
自
分
の
夢
の
実
現

に
向
け
、
粘
り
強
く
や
り
通
す
。
そ
ん
な

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。�

　
卒
業
生
は
、
新
し
い
中
学
校
生
活
へ
の

希
望
を
胸
に
旅
立
ち
ま
し
た
。�

　
３
月
18
日
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
の
卒

園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
男
子
５
人
、
女
子
３
人
の
卒
園
児
は
保

護
者
や
在
園
児
が
待
つ
、
ゆ
う
ぎ
室
へ
拍

手
に
包
ま
れ
な
が
ら
入
場
し
ま
し
た
。
原

田
園
長
か
ら
卒
園
証
書
が
手
渡
さ
れ
る
と

ス
テ
ー
ジ
上
で
将
来
の
夢
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
発
表
し
ま
し
た
。�

　
保
護
者
を
代
表
し
て
父
母
の
会
会
長
は

「
保
育
園
に
入
園
し
て
か
ら
の
数
年
間
で

み
な
さ
ん
は
と
て
も
成
長
し
ま
し
た
。
小

学
校
に
入
学
し
て
勉
強
も
運
動
も
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
高
橋
教
育
長
か
ら
新
品
の
ラ
ン
ド
セ
ル

が
贈
呈
さ
れ
る
と
、
小
学
校
生
活
へ
の
期

待
が
よ
り
一
層
ふ
く
ら
み
、
笑
顔
が
溢
れ

て
い
ま
し
た
。�

����

　
３
月
10
日
、
上
小
阿
仁
中
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
　
男
子
９
人
、
女

子
４
人
の
卒
業
生
が
学
び
舎
か
ら
巣
立
ち

ま
し
た
。�

　
式
で
は
、
在
校
生
や
父
母
ら
に
迎
え
ら

れ
入
場
し
、
君
が
代
、
村
民
歌
、
校
歌
斉

唱
の
あ
と
、
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
杉
渕
校
長
は
「
卒
業
証
書
は
、
９
年
間

学
ん
だ
所
か
ら
の
卒
業
の
証
で
す
。
た
だ

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
、
家
族
の
方
々

の
思
い
も
こ
も
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
は
小
中
併
設
10
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
で
あ
っ
た
た
め
、
例
年
以
上
に
苦

心
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
率
先
し
て
み
ん

な
の
手
本
と
な
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
小
・
中
と
今
ま
で
は
、
周
り
の
方
々

が
支
え
て
く
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

違
い
ま
す
。
自
分
で
選
ん
だ
道
を
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
４
月
か
ら
の
高
校
生
活

は
社
会
に
出
る
た
め
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
学
び
、
た
く
さ
ん
挑
戦
し
て
欲

し
い
で
す
。
失
敗
し
、
落
ち
込
む
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
失
敗
は
怖

い
も
の
で
は
な
く
、
乗
り
越
え
る
も
の
で

す
。
困
難
を
乗
り
越
え
た
く
さ
ん
学
ん
で

く
だ
さ
い
。�

　
将
来
の
上
小
阿
仁
村
を
支
え
て
い
く
の

は
皆
さ
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
で
す
。」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
田
口
京
弥
さ
ん

が
、
３
年
間
の
中
学
校
生
活
で
の
数
々
の

思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
両
親
や
家

族
、
在
校
生
へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
卒

業
生
全
員
で
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」「
旅
立

ち
の
日
に
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。�

　
13
人
の
卒
業
生
は
、
上
小
阿
仁
中
学
校

の
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
先
生

方
や
家
族
、
後
輩
に
見
送
ら
れ
、
素
晴
ら

し
い
仲
間
と
と
も
に
、
新
た
な
生
活
に
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。�

上
小
阿
仁
小
中
学
校
卒
業
式
・
か
み
こ
あ
に
保
育
園
卒
園
式
�
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食堂・ホール�

トイレ�

多目的室�

談話室�

レ�ンタ�ル�レ�ンタ�ル�
ル�ー�ム�ル�ー�ム�

事務室�

ＵＢ�

倉庫�

ト
イ
レ
�

短期Ａ�短期Ｂ�短期Ｃ�短期Ｄ�短期Ｅ�短期Ｆ�

吹�き�抜け�

会� トイレ� 会�
議� 議�
室� 室�
Ａ� Ｂ�

居室Ｆ�

Ｕ�Ｂ�

倉庫�

談話室�
居室Ａ�居室Ｂ�居室Ｃ�居室Ｄ�居室Ｅ�

集住型宿泊交流拠点施設が完成�集住型宿泊交流拠点施設が完成�集住型宿泊交流拠点施設が完成�
　
村
が
秋
田
県
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る

「
秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
建
設
し
て
い
た
集
住
型
宿
泊

交
流
拠
点
施
設
の
本
体
建
設
工
事
が
終
了

し
ま
し
た
。�

　
こ
の
施
設
は
村
内
外
の
多
様
な
世
代
が

集
う
交
流
拠
点
と
な
り
ま
す
。�

　
館
内
中
央
に
は
、
食
事
を
摂
っ
た
り
、

く
つ
ろ
げ
る
空
間
の
食
堂
・
ホ
ー
ル
が
設

置
さ
れ
、
学
童
保
育
室
と
し
て
使
用
す
る

多
目
的
室
、
高
齢
者
や
若
者
の
居
住
ス
ペ

ー
ス
で
あ
る
ア
パ
ー
ト
６
部
屋
、
研
修
や

合
宿
な
ど
で
使
用
で
き
る
短
期
滞
在
室
６

部
屋
、
起
業
者
向
け
の
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム

２
部
屋
、
会
議
等
で
使
用
で
き
る
会
議
室

２
部
屋
、
畳
敷
き
の
談
話
室
２
部
屋
な
ど

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
交
流
等

に
使
用
さ
れ
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
施
設
は
村
内
外
の
方
を
問
わ
ず
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
４
月
１
日

か
ら
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

多目的室� 食堂・ホール�

談話室�

短期滞在室キッチン�短期滞在室内�

レンタルルーム�

【
館
内
図
】�

〈１Ｆ〉�

〈２Ｆ〉�

※
完
成
に
伴
い
、
集
住
型
宿
泊

交
流
拠
点
施
設
の
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。
16
ペ
ー
ジ
に
愛

称
の
募
集
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。�
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22億3,418万円です�22億3,418万円です�22億3,418万円です�

特別会計予算�

●国民健康保険事業勘定�

3億5,878万円�

　国民健康保険加入者の医療費や、
助産費、葬祭費、高額療養費の給
付などを行います。�

　村には一般会計のほかに次の
独立した会計があり、それぞれの
事業を行っています。�
　これらを特別会計といい、国の
補助金や保険料、保険税、使用料
や手数料、一般会計からの繰入金
等により運営されています。�

�

�

�

�

�

・北秋田地域シルバー人材センター補

助金              �

・東北労働金庫預託金              �

・農業委員会費              �

・多面的機能支払交付金              �

・中山間地域等直接支払交付金              �

�

・特産品販売促進費補助金              �

・農業集落排水事業特別会計繰出金              �

�

・野外生産試作センター管理費              �

�

・森林保全整備事業費補助金              �

�

・造林費            �

・造材事業費（収入間伐、皆伐事業） 

             �

・阿仁川漁業協同組合補助金              �

・商工会補助金              �

・上小阿仁村中小企業振興融資斡旋資

金制度預託金              �

・観光費              

�

�

�

�

・道路維持修繕工事（村道補修等）�

�

・道路除排雪委託料              �

・除排雪機械借上料              �

・橋りょう解体工事              �

・公園管理費              �

・村営住宅管理費              �

・村営住宅修繕工事              �

・住宅リフォーム緊急支援事業補助金 

�

・下水道事業特別会計繰出金�

�

�

�

�

�

�

・教育委員会費              �

・奨学金貸付金              �

・児童通学費補助金              �

・要・準要保護児童生徒援助費等              �

�

・地域コーディネーター活動謝金              �

�

・小中学校管理費              �

・公民館運営費              �

・分館補修費補助金              �

・図書館運営費              �

・生涯学習推進費�

・若者センター指定管理委託料              �

�

・生涯学習センター管理費              �

・社会教育施設管理費              �

・学校給食費              �

・学校給食費補助金              �

・体育振興費              �

・体育施設管理費（上ノ岱スポーツエ

リア、村民グラウンド）              �

・トレーニングセンター管理費              �

�

・トレーニングセンター備品購入費�

�

�

�

�

�

・災害復旧事業（設計委託料）               

�

�

�

�

�

�

・元金償還金              �

・利子償還金             �

        

労働費・農林水産業費・商工費� 土　木　費�

教　育　費�

　村有林整備、中山間地域総合整備な
どの農林水産業及び商工業の振興のた
めの経費です。�

　生活関連道路の整備や除排雪、河川、
村営住宅管理のための経費です。�

　学校教育と社会教育（生涯学習）、
体育振興等のための経費です。�

災害復旧費�
　災害復旧のための経費です。�

公　債　費�
　建設事業の実施等、村の財源に充て
るため借り入れた村債の返済のための
経費です。�

●農業集落排水事業�

5,674万円�

　集落の汚水及び生活排水処理施
設を管理及び運営します。�

●後期高齢者医療�

3,895万円�

　後期高齢者医療制度における保
険料の徴収を行います。�

●簡易水道事業�

7,360万円�

　簡易水道施設の管理及び運営に
より、生活用水を供給します。�

●介護保険事業勘定�

4億7,184万円�

　介護保険制度による、介護サー
ビスの給付を行います。�

●国民健康保険診療施設勘定�

1億1,072万円�

　診療所（歯科含む）の運営によ
り、村民の健康の維持、増進を図
ります。�

●下水道事業�

4,669万円�

　沖田面処理区の汚水及び生活排
水処理施設を管理及び運営します。�

�

�

�

�

�

�

87万円�

1,000万円�

1,179万円�

1,178万円�

�

1,013万円�

60万円�

�

3,382万円�

�

1,995万円�

�

200万円�

1,687万円�

�

3,564万円�

27万円�

162万円�

�

1,600万円�

1,592万円�

�

�

�

�

�

3,967万円�

4,784万円�

594万円�

5,340万円�

130万円�

263万円�

1,262万円�

�

400万円�

�

2,826万円�

�

�

�

�

�

78万円�

768万円�

140万円�

�

67万円�

�

21万円�

2,107万円�

914万円�

12万円�

496万円�

168万円�

�

362万円�

1,941万円�

50万円�

2,317万円�

234万円�

253万円�

�

928万円�

�

763万円�

�

292万円�

�

�

�

�

84万円�

�

�

�

�

�

�

2億1,774万円�

2,273万円�
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平成30年度の�平成30年度の�
村の一般会計予算は�村の一般会計予算は�

議　会　費�

総　務　費�

民生費・衛生費・消防費�
�

歳出�歳入�

4,894万円�
2.2%

議会費�

5億2,288万円�
23.4%

総務費�

7億3,006万円�
32.7%

民生費�
衛生費�
消防費�2億4,181万円�

10.8%

労働費�
農林水産業費�
商工費�

2億2,169万円�
9.9%

土木費�

13億9,000万円�
62.2%

地方交付税�

1億0,525万円�
4.7%

国庫支出金�

1億1,914万円�
5.3%

県支出金�

3,201万円�
1.5%

財産収入�

1億6,710万円�
7.5%

村税�

2億7,518万円�
12.3%

その他�

3,000万円�
1.3%

繰越金�

1億1,550万円�
5.2%

村債�
1億9,610万円�
8.8%

教育費�

2億4,047万円�
10.8%

公債費� 3,223万円�
1.4%

その他�

　議会議員の報酬や議会活動に必要な
経費です。�

　役場庁舎等財産の維持管理費、交通
安全、防犯、戸籍、徴税、選挙などの
ための経費です。�

　老人福祉、福祉医療、児童福祉、各
種検診事業など住民の福祉と健康を守
るための経費、ごみ処理などの生活環
境、消防などの地域の安全を確保する
ための経費です。�

�
�
�
�
・議会運営費�
�
�
�
�
�
・例規集電子化システム使用料              �
�
・コンピューター保守委託料              �
・秋田県町村電算システム共同事業組
合負担金              �
・統一的な基準に基づく財務書類作成
支援業務委託料              �
・防災広報無線デジアナ改修工事              �
�
・かみこあにプロジェクト関連事業              �
�
・物産センター・秋田杉の館照明器具
取替工事              �
・交通安全推進費              �
・地域おこし協力隊関係              �
・ふるさとフェスティバル開催費              �
�
・防犯対策費              �
・コミュニティセンター管理費              �
・市町村有償運行委託料              �
・バス路線維持費補助金              �
・大館能代空港活用促進助成金 �
�
・秋田内陸縦貫鉄道運営費助成金              �
�

・情報通信施設保守管理委託料              �
�
・集住型宿泊交流施設管理費              �
�
・姉妹都市・萬巒郷との交流事業　              �
�
・県議会議員選挙費              �
・監査員費�
�
�
�
�
�
�
�
・高齢者世帯等除雪費助成金              �
・家族介護支援金              �
・国民健康保険事業勘定特別会計繰出
金              �
・外出支援サービス事業委託料              �
�
・生活支援ハウス運営事業委託料              �
�
・介護保険事業勘定特別会計繰出金              �
�
・福祉保健センター管理費              �
・福祉医療費              �
・高額療養費貸付金              �
・障害者福祉費              �
・後期高齢者医療費（事務費負担金） 
             �
・後期高齢者医療費（療養給付費負担
金）�
・後期高齢者医療特別会計繰出金              �
�

・子宝祝金              �
・地域活動組織育成事業費補助金              �
�
・チャイルドシート購入費補助金              �
�
・児童手当              �
・保育園管理運営費              �
・母子生活支援施設入所委託料              �
�
・地域自殺対策緊急強化事業委託料              �
�
・はり、きゅう、マッサージ施術費助
成金              �
・予防接種委託料・補助金              �
・北秋田市上小阿仁村生活環境施設組
合負担金              �
・各種検診委託料              �
・母子健診委託料              �
・ごみ処理・収集運搬委託料              �
�
・北秋田市し尿処理施設建設費負担金 
             �
・北秋田市周辺衛生施設組合負担金              �
�
・国民健康保険診療施設勘定特別会計
繰出金              �
・簡易水道事業特別会計繰出金              �
�
・常備消防費（消防分署管理費）              �
�
・北秋田市への常備消防委託料              �
�
・非常備消防費（消防団）              �
・防災費              

�
�
�
�

4,894万円�
�
�
�
�
�
�

147万円�
384万円�

�
4,440万円�

�
369万円�

�
2,992万円�

�
750万円�

�
348万円�
229万円�
1,260万円�

�
337万円�
226万円�
906万円�
264万円�
1,581万円�

�
50万円�

�
50万円�

�
1,069万円�

�
1,181万円�

�
278万円�
97万円�
89万円�

�
�
�
�
�
�
�

200万円�
228万円�

�
3,097万円�

�
134万円�

�
466万円�

�
7,639万円�
624万円�
2,069万円�
50万円�

9,165万円�
�

370万円�
�

4,492万円�
�

43万円�

394万円�
�

52万円�
�

10万円�
1,522万円�
6,093万円�

�
360万円�

�
97万円�

�
25万円�
369万円�

�
622万円�
29万円�
103万円�

�
3,795万円�

�
1,568万円�

�
632万円�

�
4,960万円�

�
2,104万円�

�
402万円�

�
1億181万円�
1,211万円�
272万円�
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人
事
関
係
に
つ
い
て�

　
本
年
度
末
は
３
名
の
職
員
と
１
名
の
再
任

用
職
員
が
退
職
し
ま
す
。
う
ち
４
月
か
ら
再

任
用
の
予
定
職
員
が
１
名
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
再
任
用
の
延
長
予
定
者
が
１
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。�

　
さ
き
に
実
施
し
た
採
用
試
験
の
結
果
、
一

般
行
政
職
及
び
保
育
士
に
各
１
名
が
合
格
い

た
し
ま
し
た
。
４
月
１
日
の
採
用
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。�

�

あ
き
た
北
央
農
協
上
小
阿
仁
支
店
に
つ
い
て�

　
あ
き
た
北
央
農
業
協
同
組
合
か
ら
上
小
阿

仁
支
店
存
続
に
伴
う
要
望
書
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。�

　
こ
れ
を
受
け
て
、
で
き
る
限
り
支
援
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
の
関
連
予
算
を
新
年
度
予
算
に

計
上
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�

消
防
・
防
災
関
係
に
つ
い
て�

　
１
月
21
日
、
杉
花
集
落
で
消
防
訓
練
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
１
月
26
日
の
文
化
財
防

火
デ
ー
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
防
火
運
動

に
合
わ
せ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
訓
練
に
は
、

杉
花
集
落
住
民
と
村
消
防
団
第
三
分
団
、
消

防
署
上
小
阿
仁
分
署
職
員
が
参
加
し
、
通
報
、

初
期
消
火
、
火
災
防
御
な
ど
の
一
連
の
行
動

を
行
い
、
消
防
体
制
の
強
化
と
地
域
住
民
の

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。�

�

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て�

　
介
護
給
付
費
は
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
第
７
期
の
介

護
給
付
費
等
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
介
護
保

険
事
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
介

護
保
険
料
は
、
基
準
額
で
月
額
７
２
３
１
円

と
な
り
ま
し
た
が
、
基
金
を
活
用
す
る
こ
と

で
５
８
０
０
円
に
抑
え
被
保
険
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。�

　
第
６
期
の
基
準
額
の
月
額
５
５
０
０
円
と

比
較
す
る
と
３
０
０
円
の
上
昇
と
な
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

�

北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合

に
つ
い
て�

　
平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
総
額
８

９
４
３
万
円
で
、
29
年
度
に
比
較
し
て
９
９

４
万
２
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
長
下
処
分
場
の
粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
12
月
末
現
在
１
７
８
ト
ン
で
あ

り
、
前
年
同
期
と
比
較
し
て
、
全
体
で
８
ト

ン
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
減
少
の
主

な
理
由
は
、
家
屋
解
体
材
の
減
少
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。�

　
火
葬
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
末
現
在

の
利
用
状
況
は
、
人
体
２
４
２
件
、
動
物
等 

１
１
６
件
、
合
わ
せ
て
３
５
８
件
と
な
り
、

前
年
同
期
と
比
較
し
て
、
人
体
が
21
件
の
減
、

動
物
等
が
34
件
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

�

北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
に
つ
い
て�

　
平
成
30
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総

額
１
億
９
８
４
５
万
５
千
円
で
、
29
年
度
と

比
較
し
て
７
５
４
万
５
千
円
の
増
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
村
の
負
担
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
６
３
２
万
２
千
円
で
、
33
万
５
千
円
の

増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
し
尿
処
理
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
29
年
度
上
期
の
搬
入
量
は
１
万
４
２
５
６

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て 

０
・

２
％
増
と
な
り
、
１
日
平
均
処
理
量
は
77
・
９

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

�

ご
み
処
理
の
事
務
委
託
に
つ
い
て�

　
北
秋
田
市
に
委
託
し
て
い
る
ご
み
処
理
事

務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
に
伴
う
新
施

設
の
建
設
に
合
わ
せ
、
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
北
秋
田
市
に
委
託
す
る
た
め
の
議
案
を

提
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
審
議
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�
�

し
尿
処
理
施
設
建
設
事
業
に
つ
い
て�

　
現
在
、
村
内
で
発
生
す
る
「
し
尿
及
び
浄

化
槽
汚
泥
」
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
北
秋
田

市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
は
、
平
成
31
年
度
末

で
の
解
散
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。�

　
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
は
市
町
村
に
処
理

責
任
が
あ
り
、
独
自
の
処
理
施
設
が
な
い
上

小
阿
仁
村
で
は
、
北
秋
田
市
に
委
託
し
て
処

理
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
北
秋
田
市

で
は
、
新
施
設
の
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、

平
成
30
年
度
で
工
事
に
着
手
し
平
成
32
年
度

か
ら
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

�

健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て�

　
糖
尿
病
予
防
対
策
の
た
め
、
10
月
以
降
、

13
集
落
に
て
健
康
教
室
と
し
て
講
話
・
調
理

実
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病

重
症
化
予
防
の
た
め
秋
田
県
モ
デ
ル
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
沿
っ
て
、
糖
尿
病
の
未
治
療
者
・
治

療
中
断
者
を
抽
出
し
、
受
診
勧
奨
を
行
い
ま

し
た
。�

�
こ
あ
に
カ
フ
ェ
に
つ
い
て�

　
３
月
13
日
に
「
こ
あ
に
カ
フ
ェ
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
対
象
と
し
て
き
た

精
神
に
障
害
の
あ
る
方
や
、
自
宅
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
方
に
限
ら
ず
、
地
域
の
皆
様
ど

な
た
で
も
気
軽
に
安
心
し
て
立
ち
寄
る
こ
と

の
で
き
る
「
集
い
の
場
所
」
と
な
る
よ
う
、

対
象
を
拡
大
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
認
知
症
の
ご
本
人
や
ご
家
族
を
対
象
と

し
た
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
、
介
護
を
さ
れ
て

い
る
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
「
介
護
者
教
室
、

介
護
者
交
流
会
」
も
兼
ね
た
集
い
の
場
に
な

り
ま
す
。�

�

米
の
「
生
産
の
目
安
」
に
つ
い
て�

　
本
村
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年
１
月
30
日

に
村
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

「
生
産
の
目
安
」
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
産
米
の
生
産
の
目
安
１
４
３
８
ト

ン
、
面
積
換
算
値
２
７
１
・
３
２
ha
、
平
成
29

年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
１
４
２
８
ト
ン
、

数
量
の
面
積
換
算
値
２
７
０
・
９
７
ha
。�

　
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
米
の
直
接
支
払
交

付
金
は
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
加
工
用
米
や
飼

料
用
米
、
園
芸
作
物
な
ど
へ
誘
導
し
、
農
家

の
収
益
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

�

農
地
・
農
業
委
員
等
に
つ
い
て�

　
農
地
の
集
積
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
度

か
ら
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
農
地
の
出
し
手

を
誘
導
し
、
平
成
30
年
２
月
末
で
９
・
５
５

ha
の
利
用
権
設
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
な
お
、
農
地
の
出
し
手
（
経
営
転
換
や
リ

タ
イ
ヤ
す
る
農
業
者
等
）
に
交
付
さ
れ
る
機

構
集
積
協
力
金
、
受
け
手
（
耕
作
者
）
に
交

付
さ
れ
る
条
件
不
利
農
地
を
担
う
経
営
体
支

援
事
業
交
付
金
の
活
用
啓
蒙
を
図
り
、
農
地

の
集
積
に
向
け
て
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。�

　
農
業
委
員
関
係
で
は
、
新
制
度
に
よ
る
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
１
名
が
欠
員
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
１
月
の
農
業
委
員
会

総
会
で
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
農
業
委
員 

６
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
６
名
に
よ

り
、
農
地
利
用
の
適
正
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。�

�

３
月
定
例
会

月
定
例
会
�

３
月
定
例
会

月
定
例
会
�

３
月
定
例
会
�

行
政
報
告
要
旨
�
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野
外
生
産
試
作
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

　
野
外
生
産
試
作
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
、
特
産
品
種
の
試
作
を
進
め
な

が
ら
、
農
家
へ
良
質
な
苗
を
安
価
に
供
給
し
、

農
家
経
営
の
安
定
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。�

　
特
に
、
ベ
イ
ナ
ス
苗
、
食
用
ほ
お
ず
き
苗
、

エ
ゴ
マ
苗
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
農
業

技
術
習
得
の
た
め
の
農
業
後
継
者
育
成
機
関

と
し
て
の
役
割
も
担
い
な
が
ら
、
そ
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

�

造
林
・
保
育
事
業
に
つ
い
て�

　
保
育
事
業
と
し
て
、
森
林
環
境
保
全
直
接

支
援
事
業
に
よ
り
、
南
沢
字
箱
渕
岱
３
‐
１

に
２
・
３
ha
の
植
栽
、
南
沢
字
砂
子
渕
直
営
林

地
９
・
69�
ha
の
下
刈
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。�

�

搬
出
間
伐
事
業
及
び
森
林
作
業
道
作
設
事
業

に
つ
い
て�

　
合
板
・
製
材
生
産
強
化
対
策
事
業
に
よ
り
、

大
林
字
菊
桜
岱
に
お
い
て
、
搬
出
間
伐
事
業

11
・
72�
ha
、
森
林
作
業
道
作
設
事
業
１
７
５
８

ｍ
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。�

�

皆
伐
事
業
に
つ
い
て�

　
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
南
沢
字
箱
渕
岱
３

‐
１
の
直
営
林
ス
ギ
51
年
生
、
２
・
３
ha
の
皆

伐
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。�

�

高
能
率
生
産
団
地
路
網
整
備
事
業
に
つ
い
て�

　
県
営
事
業
に
よ
る
林
業
専
用
道
（
全
幅
３
・

５
ｍ
）
３
５
０
０
ｍ
の
開
設
事
業
（
五
反
沢

字
多
々
羅
沢
か
ら
五
反
沢
字
八
森
沢
地
区
）

は
、
本
年
度
は
２
０
０
ｍ
を
整
備
す
る
た
め

負
担
金
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。�

�

森
林
認
証
材
の
取
り
組
み
に
つ
い
て�

　
県
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
向
け
の
認
証
材
を
供
給
す
る
た
め
、
県
産

材
利
用
促
進
協
議
会
内
に
新
た
に
作
業
部
会

を
設
け
、
森
林
認
証
を
取
得
し
た
県
・
村
と

加
工
・
流
通
管
理
認
証
取
得
業
者
に
よ
る
事

務
連
絡
会
で
協
議
し
て
お
り
ま
す
。�

�

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
に

つ
い
て�

　
大
館
市
、
北
秋
田
市
、
上
小
阿
仁
村
の
２

市
１
村
の
大
館
北
秋
田
地
域
と
し
て
林
野
庁

か
ら
昨
年
４
月
に
地
域
選
定
さ
れ
、
９
月
に

地
域
構
想
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
つ
い
て�

　
上
小
阿
仁
村
商
工
会
に
よ
る
子
育
て
世
帯

20
％
、
一
般
世
帯
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
発
行
し
て
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
と
地
元
購
買
を
促
進
し
て
村
内
商
工
業
の

活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

�

萩
形
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
に
つ
い
て�

　
萩
形
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、
６
月
か

ら
10
月
ま
で
運
営
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。�

　
な
お
、
平
成
29
年
度
の
管
理
人
在
中
時
の

利
用
者
は
２
４
９
人
で
、
駐
車
場
利
用
台
数

は
１
３
７
台
で
し
た
。
利
用
者
は
昨
年
と
比

べ
１
６
６
人
の
減
と
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、

誘
客
の
た
め
さ
ら
な
る
周
知
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。�

�

地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
形
成
事
業
に
つ
い
て�

　
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

運
営
は
大
館
市
・
北
秋
田
市
・
小
坂
町
・
上

小
阿
仁
村
が
会
員
と
な
り
、
設
立
３
年
目
を

迎
え
ま
す
。�

　
訪
日
旅
行
者
へ
対
応
す
る
た
め
の
旅
行
商

品
造
成
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ー
ル
ス
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
柱
と
し
た
事
業
、
商
品
づ
く
り
、
古

民
家
・
農
家
民
宿
を
活
用
し
た
受
入
体
制
の

整
備
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

�

農
商
工
連
携
事
業
に
つ
い
て�

　
東
北
経
済
産
業
局
に
よ
る
地
域
産
業
資
源

活
用
事
業
と
し
て
、
村
内
の
「
た
じ
ゅ
う
ろ

う
農
園
」
と
秋
田
市
の
菓
子
製
造
業
と
の
連

携
事
業
計
画
が
２
月
に
認
定
を
受
け
て
お
り

ま
す
。�

　
こ
の
事
業
は
、
食
用
ほ
お
ず
き
を
提
供
し
、

菓
子
製
造
販
売
の
連
携
事
業
を
展
開
す
る
計

画
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
国
の
補
助
を
受

け
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
中
小
企
業
の
事

業
活
動
の
促
進
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。�

�

平
成
30
年
度
建
設
事
業
に
つ
い
て�

　
平
成
30
年
度
の
道
路
建
設
事
業
は
、
社
会

資
本
総
合
整
備
事
業
（
道
路
分
Ｈ
26
〜
Ｈ
30
）

に
よ
り
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。�

　
30
年
度
は
村
道
１
路
線
（
沖
田
面
学
校
線
）

の
舗
装
工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
事
業
（
橋
梁
分
Ｈ

29
〜
Ｈ
31
）
に
よ
り
、
上
小
阿
仁
橋
（
羽
立
）

の
橋
梁
撤
去
（
Ｈ
30
〜
Ｈ
31
）
工
事
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。�

�

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て �

　
国
道
２
８
５
号
線
新
羽
立
橋
の
工
事
に
伴

い
、
橋
に
添
架
し
て
い
る
給
水
管
支
柱
を
一

時
的
に
移
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
工
事
費
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
安
全
な

水
道
水
を
お
届
け
す
る
た
め
適
切
な
管
理
運

営
に
努
め
ま
す
。�

�

農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
公
共
下
水
道
事
業

に
つ
い
て�

　
農
業
集
落
排
水
五
反
沢
処
理
区
を
公
共
下

水
道
沖
田
面
処
理
区
に
接
続
す
る
工
事
を
平

成
33
年
度
に
計
画
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う

下
水
道
計
画
変
更
業
務
を
委
託
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。�

�

学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て�

　
平
成
30
年
度
の
上
小
阿
仁
小
学
校
児
童
数

は
、
16
人
の
卒
業
に
対
し
７
人
が
入
学
い
た

し
ま
す
の
で
、
今
年
度
末
よ
り
９
人
減
の
51

人
と
な
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

上
小
阿
仁
中
学
校
の
生
徒
数
は
13
人
の
卒
業

に
対
し
16
人
が
入
学
い
た
し
ま
す
の
で
、
今

年
度
末
よ
り
３
人
増
の
33
人
と
な
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
12
月
３
日
に
上
小
阿
仁
小
・
中
学
校
の
こ

あ
に
発
表
会
が
行
わ
れ
、
小
・
中
学
校
の
各

学
年
が
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
い
た
し

ま
し
た
。
小
学
生
は
く
ま
く
ま
園
で
学
ん
だ

こ
と
や
、
村
の
特
産
品
、
小
阿
仁
川
、
修
学

旅
行
で
の
函
館
体
験
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
、

中
学
生
は
宿
泊
体
験
や
職
場
体
験
に
つ
い
て

発
表
い
た
し
ま
し
た
。�

�

国
保
診
療
所
関
係�

　
昨
年
４
月
か
ら
今
年
１
月
ま
で
の
診
療
状

況
は
、
医
科
外
来
が
診
療
日
数
１
９
０
日
、

患
者
数
６
４
８
１
人
、
１
日
平
均
患
者
数
は

34
人
と
な
っ
て
お
り
、
４
月
か
ら
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
杉
風
荘
の
嘱
託
医
を
引
き
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
と
比
較
し
て
１
日
平

均
で
８
人
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
歯
科
は
診
療
日
数
１
８
７
日
、
患
者
数
１

４
７
５
人
、
１
日
平
均
患
者
数
は
８
人
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。�

　
医
科
外
来
の
う
ち
毎
週
月
曜
日
診
療
の
泌

尿
器
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
診
療
日
数
37
、

患
者
数
７
１
８
人
、
１
日
平
均
患
者
数
は
20

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
一
昨
年
６
月
よ
り
開
始
し
て
い
る
訪
問
診

療
は
、
現
在
２
件
の
訪
問
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。�
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 公表時期：平成30年４月�

担当課：総務課�

担当課：建設課�

防災広報無線デジア
ナ改修工事�

防災広報無線子局デジ
タル化/上五反沢・中五
反沢・下五反沢・堂川ア
ナログ子局設備をデジ
タル子局設備に更新�

上小阿仁村上
五反沢・中五
反沢・下五反
沢・堂川�

H30.6初旬～�
　H31.2下旬�

Ｈ30.5電気通信� 随意契約�

沖田面学校線舗装補
修工事（３工区）�

上小阿仁橋橋梁撤去
工事�

Ｈ30小沢田団地外
壁塗装工事�

蟻ノ沢団地屋根葺替
工事�

古川布団地屋根葺替
工事�

新羽立橋添架管切廻
工事�

上小阿仁村�
沖田面地内�

上小阿仁村�
羽立地内�

上小阿仁村�
小沢田地内�

上小阿仁村�
小沢田地内�

上小阿仁村�
小沢田地内�

上小阿仁村�
羽立地内�

H30.7下旬～�
　H30.10下旬�

H30.7下旬～�
　H31.3下旬�

H30.6初旬～�
　H30.9下旬�

H30.6初旬～�
　H30.9下旬�

H30.6初旬～�
　H30.9下旬�

H30.6初旬～�
　H30.9下旬�

Ｈ30.7�

Ｈ30.7�

Ｈ30.6�

Ｈ30.6�

Ｈ30.6�

Ｈ30.5

舗 装 �

解 体 �

塗 装 �

建築一式�

建築一式�

　 管 　 �

指名競争入札�

指名競争入札�

指名競争入札�

指名競争入札�

指名競争入札�

随 意 契 約 �

担当課：教育委員会�

工 事 の 名 称 �
入札の�
時　期�

入 札 及 び�
契約の方法�

種　別� 概　　　要�工　期�場　　所�

上ノ岱スポーツ施設
整備工事�

上小阿仁小中学校エ
アコン設置工事�

グラウンドゴルフ場芝
生再生側溝整備等�

理科室　N=２基�
中学校３年教室　N=２
基�

上小阿仁村小
沢田字上ノ岱�

上小阿仁村小
沢田上ノ岱97

H30.6下旬～�
　H30.8下旬�

H30.7上旬～�
　H30.8下旬�

H30.6�

H30.6

土木一式�

管�

指名競争入札�

指名競争入札�

※掲載は公表時点での見通しですので、実際に発注する工事と内容が異なる場合があります。    �

※公表にあたり、村では関係法令により次のとおり対応しています。    �

①予定価格が250万円を超えないと予想されるもの、秘密にする必要があるものは公表の対象から除外して

います。    �

②入札及び契約の過程・内容については建設課窓口で閲覧しています。またホームページにも掲載し公表し

ています。�

平成平成3030年度前期分の公共工事発注見通しの公表年度前期分の公共工事発注見通しの公表�平成30年度前期分の公共工事発注見通しの公表�

施工延長　L=150ｍ、舗
装工A=440㎡�
路盤工A=440㎡�

上小阿仁橋　上部撤去
工　１式�

施工戸数　６棟６戸�
外壁等塗装�
Ａ＝（118+125.2）×3
棟＝730㎡�

施工戸数　４棟４戸�
屋根葺替�
Ａ＝（136+114）×2棟
＝500㎡�

施工戸数　２棟２戸�
屋根葺替　Ａ＝157×2
＝314㎡�

送水管移設�
施工延長　Ｌ＝98.0ｍ�

工 事 の 名 称 �
入札の�
時　期�

入 札 及 び�
契約の方法�

種　別� 概　　　要�工　期�場　　所�

工 事 の 名 称 �
入札の�
時　期�

入 札 及 び�
契約の方法�

種　別� 概　　　要�工　期�場　　所�
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平成平成30年度前期分の造林年度前期分の造林・保育保育・造材事業発注見通しの公表造材事業発注見通しの公表�平成30年度前期分の造林・保育・造材事業発注見通しの公表�

南沢字箱渕岱地区皆
伐事業�

南沢字砂子渕地区下
刈事業�

南沢字箱渕岱地区植
栽事業�

大林字菊桜岱地区搬
出間伐事業�

大林字菊桜岱地区森
林作業道作設事業�

上小阿仁村南沢
字箱渕岱地内�

上小阿仁村南沢
字砂子渕地内�

上小阿仁村南沢
字箱渕岱地地内�

上小阿仁村大林
字菊桜岱地内�

上小阿仁村大林
字菊桜岱地内�

H30.4上旬～
　H30.7上旬

H30.6上旬～�
　H30.8下旬

H30.8上旬～�
　H30.11下旬�

H30.8上旬～�
　H30.12上旬�

H30.8上旬～�
　H30.12上旬�

H30.4上旬�

H30.6上旬�

H30.8上旬�

H30.8上旬�

H30.8上旬�

皆 伐 �

下 刈 �

植 栽 �

搬出間伐�

森林作業
道 作 設 �

指名競争入札�

指名競争入札�

指名競争入札�

指名競争入札�

指名競争入札�

事業面積～2.30ha�

Ａ地区　3.29ha�
Ｂ地区　3.62ha�
Ｃ地区　2.78ha�

事業面積：2.30ha�
haあたり2,500本～
3,000本植付�
スギ普通苗�

事業面積：11.72ha�
haあたり75k搬出�
伐採本数率20％以上35
％以下�

L＝1,758ｍ�

事 業 の 名 称 �
入札の�
時　期�

入 札 及 び�
契約の方法�

種　別� 概　　　要�工　期�場　　所�

※掲載は公表時点での見通しですので、実際に発注する事業と内容が異なる場合があります。�
※公表にあたり、村では次のとおり対応しています。�
①造林・保育・造材事業の発注見通しを年２回公表します。�
②入札及び契約の過程・内容については産業課窓口で閲覧しています。またホームページにも掲載し公表し
ています。�

公表時期：平成30年４月�
担当課：産業課�

■
公
営
住
宅�

・
野
中
団
地�

　
沖
田
面
字
野
中
２
０
１
番
地�

　
木
造
平
屋
３
Ｋ（
Ｓ
62
建
築
）２
戸�

　（
家
賃
１
万
７
０
０
円
〜�

　
　
　
　
　
　

１
万
６
０
０
０
円
）�

　
沖
田
面
字
野
中
２
０
１
番
地
１�

　
木
造
平
屋
３
Ｄ
Ｋ（
Ｓ
57
建
築
）１
戸�

　（
家
賃
９
２
０
０
円
〜�

　
　
　
　
　
　

１
万
３
７
０
０
円
）�

・
古
川
布
団
地�

　
小
沢
田
字
様
ノ
下
１
１
７
番
地�

　
木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
２
建
築
）１
戸�

　（
家
賃
１
万
１
９
０
０
円
〜�

　
　
　
　
　
　

１
万
７
７
０
０
円
）�

・
小
沢
田
団
地�

　
木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
13
建
築
）１
戸�

　（
家
賃
２
万
３
０
０
円
〜�

　
　
　
　
　
　
　
　３
万
２
０
０
円
）�

　
木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
12
建
築
）１
戸�

　（
家
賃
１
万
９
８
０
０
円
〜�

　
　
　
　
　
　
　２
万
９
５
０
０
円
）�

■
単
独
住
宅�

・
水
無
団
地�

　
沖
田
面
字
水
無
31
番
地�

　
木
造
平
屋
２
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
12
建
築
）１
戸�

　（
家
賃
６
０
０
０
円
〜�

　
　
　
　
　
　

１
万
２
０
０
０
円
）�

　
※
高
齢
者
等
に
限
る�

■
み
な
し
特
定
公
共
賃
貸
住
宅�

・
小
沢
田
団
地�

　
小
沢
田
字
様
ノ
下
２
６
４
番
地�

　
木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
15
建
築
）２
戸�

　（
家
賃
４
万
２
０
０
０
円
）�

■
入
居
資
格�

・
収
入
基
準
（
世
帯
月
額
所
得
）
を

満
た
す
こ
と�

　
公
営
住
宅
及
び
単
独
住
宅�

　
15
万
８
０
０
０
円
以
下�

　
み
な
し
特
定
公
共
賃
貸
住
宅�

　
15
万
８
０
０
０
円
超�

　
　
　
　
　
48
万
７
０
０
０
円
以
下�

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
こ
と�

・
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と�

■
家
賃�

　
世
帯
人
員
数
、
所
得
等
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す
。�

■
敷
金�

　
家
賃
の
３
か
月
分�

■
募
集
期
間�

　
４
月
10
日（
火
）〜
20
日（
金
）�

　
※
土
日
祝
日
除
く�

■
申
込
方
法�

　
入
居
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
必
要
書
類
を
添
付
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

※
必
要
書
類（
入
居
す
る
方
全
員
分
）�

・
住
民
票
・
所
得
証
明
書�

・
納
税
証
明
書�

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査
に
て

決
定
し
ま
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先�

　
建
設
課
　
建
設
班�

　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
２
２
４�




